
訊》《書・βoo々

諏
訪
哲
郎

・
斉
藤
利
彦

編
著

加
速
化
す
る

ア
ジ
ア
の
教
育
改
革

〈東
方
書
店

・
二
〇
〇
五
年
九
月
〉

か

つ
て
は
世
界

に
も
冠

た
る

も

の
と

の
評

価

を
得

て
い
た
日
本

の
教

育

は
近

年

そ

の
質

の
低

下

が
声
高

に
叫

ば

れ

て

い
る
。
他

方
、

経
済

発

展
著

し

い
ア
ジ

ア
諸

国

で
は
近

年
教

育

面

で

の
充
実

は

目

を

見

張

る
も

の
が

あ

り

、
グ

ロ
ー

バ
ル
化

に
対

応

で
き

る
人

材
養

成

の
た
め

の
教
育

改
革

が
大

胆
果

敢

に
進

め

ら

れ

て

い
る
。

こ
れ
ら

の
事
実

は
日
本

で
は

あ

ま

り
人

口

に
胎
灸

し

て

お
ら
ず

、
日
本

が

ま

だ

ア
ジ

ア

で
は
最
も
進

ん

で

い
る
と

の
認

識

が
強

い
と
思

わ
れ

る
。

し

か
し

、
本
書

は

日
本

が
近

隣

ア
ジ

ア
諸
国

か

ら
既

に
学

ぶ

べ

き

多

く

の
教

育
改

革

が
あ

る

こ
と

の

一
端

を

教

え

て
く

れ

る
。

本

書

の
構
成

は
、

一
、
マ
レ
ー

シ
ア

の
初

等

教

育

に
お

け
る
英
語
重

視
政

策

と

そ

の
展

開

、

二
、
マ
レ
ー

シ

ア
の
高

等

教
育

に

お

け

る
華
文
教
育

の
展
開
-

華
人

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
設
立

「新
紀

元
学
院

」

の
教
育

戦

略
、

三
、
タ

イ
北

部

ア
カ
族

の
社
会

・
生

活

・
文

化

の
変
容
と
学
校
教
育
ー

セ
ン
チ
ャ
ル

ン

・
マ
イ
村

の

一
九

九

一
年

か

ら

二
〇

〇

四

年

、

四
、
韓

国

に

お
け

る
学

校

の
裁

量
権

拡

大

を
主

軸

と

す

る
教

育

改

革

、

五
、
中

国

に

お

け

る
環
境

教

育

の
広

が

り
、

六
、
日
本

の

教

育

改
革

が
進

む

べ
き

方
向

、

で
あ

る
。

い

ず

れ

の
論
文

も
執
筆

者

の
現

地
教

育
現

場

で

の
実

地
調
査

に
基

づ
く

分
析

で
あ

る
。

マ
レ
ー

シ
ア
で
は
多

民
族

社
会

の
国

家
統

一
の
観

点

か

ら
高

等

教

育

機

関

ま

で

の

マ

レ
ー

語
化

が
進

め
ら
れ

、

そ

の
結

果
英

語
能

力

の
低
下

が
顕
著

に
な

っ
た

こ
と
が
長

く
指

摘

さ

れ

て

い
た
。

こ

こ

で

は

一
つ
は

マ

ハ

テ

ィ
ー

ル
政

権
下

で
二
〇
〇

三
年

か

ら
導

入

さ
れ

た
初
等

教
育

で
の
理
科

と
数

学

で
の
英

語

で

の
授

業

開

始
、

も

う

一
つ
は
華

人

コ

ミ

ュ

ニ
テ

ィ
が

一
貫

し

て
主

張

し

て

い
た

母

語

教
育

が
高

等
教

育
段

階

ま

で
可
能

に
な

っ

た
背

景

.
経

緯

が
論

じ
ら

れ

て
お

り
、
有

益

な
示

唆

を
え

る

こ
と

が

で
き

る
。

タ
イ

で

は

少

数

民
族

の
教
育

も
近

代
化

、

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ

ョ
ン
の
中

で
変

容

を
遂

げ

て

い

っ
た

過
程
が
異
時
点
の
実
地
調
査
を
踏
ま
え
て
活

写
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
の
裁
量
権
拡
大
で

は
、
小

一
か
ら
高

一
ま
で
の
「裁
量
活
動
」、

高
二

・
高
三
に
採
用
さ
れ
た
選
択
中
心
課

程
、
自
立
型
私
立
学
校
の
三
つ
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
中
国
の
環
境
教
育
で
は
、
日
本
の

下
か
ら
上
に
対
し
て
、
中
国
で
は
上
か
ら
下

へ
の
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
中
国
で
の
広
が

り
が
日
本
を
既
に
凌
駕
し
て
い
る
事
実
に
は

驚
か
さ
れ
る
。

日
本
の
今
後
の
教
育
に
つ
い
て
は
以
下
の

提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
小
学
校
に

お
け
る
英
語
科
導
入
、
社
会
科
教
育
を
中
心

と
す
る
国
際
的
な
視
野
を
育
む
教
育
の
必
要

性
、
三
か
国
の
比
較
に
基
づ
く
学
力
低
下
の

実
態
と
総
合
的
学
習
時
間
の
見
直
し
、
長
期

的
展
望
に
立
っ
た
日
本
の
教
育
の
教
育
体
制

と
し
て
の
六
・三
二
二
制
と
四
・四
・四
制
、
青

少
年
の
教
育
を
担
う
学
校
外
の
教
育
組
織
の

構
築
、
の
検
討
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
示
唆
に

富
む
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
の

提
案
に
関
し
教
育
現
場
で
の
採
用
を
含
め
て

一
層
の
議
論
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

(山
本

一
巳
)
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